
徳
島
県
農
業
会
議
の
四
宮
肇
会
長

を
は
じ
め
９
名
の
常
任
会
議
員
が
、

去
る
９
月
２
７
日
県
庁
を
訪
れ
、
飯

泉
知
事
に
対
し
て
、
市
町
村
農
業
委

員
会
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
た
「
平
成
２
０
年
度
重
点
農

業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
を
行
っ
た
。

建
議
は
、
農
業
の
未
来
を
切
り
拓

き
力
強
い
農
業
経
営
を
ど
う
育
て
て

い
く
の
か
、
担
い
手
不
在
の
地
域
に

お
い
て
農
業
・
農
村
を
ど
う
維
持
、

存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、
極
め
て
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
産

業
と
し
て
飛
躍
す
る
農
業
の
実
現
に

向
け
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
づ

く
り
を
し
て
い
く
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
徳
島
県
の
地
域
農
政
が
更
に
積

極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
思

い
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
。
建
議
に

対
し
、
知
事
か
ら
、
非
常
に
前
向
き

な
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
我
々
と

し
て
も
、
県
独
自
で
や
れ
る
も
の
、

市
町
村
と
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
、
更
に
は
国
に
協
力
を
仰
ぐ
も

の
が
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
の
力
強
い
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
（
４
ペ
ー
ジ
に
詳
細
）

◇
農
林
水
産
省
・
品
目
横
断
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
◇

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
、

先
の
参
議
院
選
挙
で
焦
点
の
一
つ
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
農
林
水
産
省

の
幹
部
が
地
方
に
派
遣
さ
れ
、
不
満

や
批
判
な
ど
現
場
の
意
見
を
聴
取
す

る
こ
と
と
な
り
、
徳
島
県
農
業
会
議

に
は
、
去
る
９
月
２
１
日
に
経
営
局

調
査
官
を
キ
ャ
ッ
プ
に
総
勢
７
名
が

訪
れ
た
が
、
予
め
、
聴
取
し
て
い
た

農
業
委
員
会
、
地
域
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
等
の
意
見
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
国
の
農
政
な
ど
に
対

す
る
率
直
な
意
見
を
申
し
上
げ
た
。

◇
戦
後
農
政
の
大
転
換
◇

価
格
政
策
か
ら
所
得
政
策
へ
転
換

す
る
と
い
う
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
で
示
さ
れ
た
政
策
方
向
が
具

体
化
さ
れ
た
対
策
で
あ
り
、
全
農
家

を
対
象
に
品
目
毎
の
価
格
に
注
目
し

て
講
じ
て
き
た
対
策
を
、
担
い
手
に

対
象
を
絞
り
、
経
営
全
体
に
着
目
し

た
対
策
に
転
換
す
る
と
い
う
戦
後
農

政
の
大
転
換
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◇
真
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

を
◇こ

の
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
と
き
、

そ
の
対
象
品
目
、
対
象
要
件
か
ら
見

て
、
こ
の
施
策
は
「
北
の
方
」
を
向

い
て
い
る
と
い
っ
た
見
方
が
多
か
っ

た
。
徳
島
県
で
は
、
県
南
部
で
米
中

心
の
経
営
形
態
は
存
在
す
る
も
の
の
、

西
南
暖
地
特
有
の
野
菜
・
果
樹
・
花

卉
な
ど
の
園
芸
が
基
幹
と
な
り
、
米

は
従
の
経
営
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
総
じ
て
、
県
内
の
農
家
に
即
座

に
快
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境
に
は

な
か
っ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
園

芸
、
畜
産
な
ど
も
含
め
た
真
の
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
で
あ
る
べ
き

だ
。

◇
徳
島
型
の
集
落
営
農
を
◇

対
象
が
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い

手
に
集
中
さ
れ
た
こ
と
で
、
特
例
措

置
を
加
味
し
て
も
飛
躍
的
に
増
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
小
規
模
農

家
を
救
う
た
め
に
、
集
落
営
農
組
織

を
育
成
す
れ
ば
い
い
と
い
う
単
純
な

発
想
で
も
ま
た
困
る
。

集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
は
、
本

来
、
集
落
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

の
に
相
当
な
時
間
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
担

い
手
が
少
な
く
な
っ
た
集
落
の
維
持
・

存
続
の
た
め
に
は
、
非
常
に
有
効
で

あ
る
が
、
徳
島
県
に
は
も
と
も
と
集

落
営
農
組
織
が
育
つ
素
地
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
浸
透
す
る
ス
ピ
ー

ド
は
遅
い
が
、
農
業
・
農
村
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
「
徳
島
型
の
集
落

営
農
組
織
」
は
育
っ
て
き
て
い
る
。

◇
ポ
ス
ト
農
政
改
革

第
１
ス
テ
ー
ジ
◇

農
政
改
革
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

本
対
策
と
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
が

一
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第
１

ス
テ
ー
ジ
終
了
後
の
対
策
が
不
透
明

で
、
中
長
期
的
な
推
進
の
絵
が
描
け

な
い
の
も
大
き
な
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。

◇
現
場
の
意
見
を
政
策
に
反
映
◇

若
林
農
林
水
産
大
臣
が
、
「
ご
用

聞
き
農
政
」
に
よ
る
生
産
現
場
重
視

で
農
政
運
営
に
当
た
る
姿
勢
を
強
調

し
て
お
り
、
高
齢
者
や
小
規
模
農
家

へ
の
配
慮
や
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
対
象
品
目
に
野
菜
を
追
加
す

る
検
討
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
、
具
体

化
が
期
待
で
き
る
。
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平
成
２
０
年
度
農
業
委
員
会
関
係

予
算
の
概
算
要
求
を
み
る
と
、
農
業

委
員
会
交
付
金
は
１
９
年
度
と
同
額

を
要
求
。
農
業
委
員
会
費
補
助
金
は

対
前
年
度
比
９
９
．
１
％
で
要
求
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
が

実
施
す
る
集
落
の
農
地
利
用
調
整
や

特
定
法
人
等
の
農
地
利
用
、
遊
休
農

地
解
消
等
の
各
事
業
は
「
強
い
農
業

づ
く
り
交
付
金
」
と
し
て
要
求
さ
れ

て
い
る
。

国
の
直
轄
採
択
事
業
と
し
て
、
担

い
手
協
議
会
が
事
業
実
施
主
体
と
な

る
「
担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
の
う
ち
、
農
業
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
す
る
認
定
農
業
者

へ
の
農
地
の
利
用
集
積
や
農
地
監
視

活
動
等
を
支
援
す
る
予
算
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
事
業
と
国
の
直
轄
採
択
事
業
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

◇
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
関

係
の
予
算
と
し
て
は
、
１
９
年
度
と

同
様
の
メ
ニ
ュ
ー
が
継
続
要
求
さ
れ

て
い
る
。

（
１
）
集
落
農
地
利
用
調
整
（
交
付

率
：
定
額
、
１
農
業
委
員
会
：
９
２

万
６
千
円
）

農
用
地
利
用
規
程
に
基
づ
き
集
落

営
農
の
組
織
化
・
法
人
化
等
に
よ
る

担
い
手
の
明
確
化
、
集
落
合
意
に
よ

る
利
用
集
積
を
推
進
す
る
た
め
、
農

業
委
員
会
が
実
施
す
る
集
落
に
お
け

る
農
地
の
利
用
調
整
活
動
等
の
取
組

を
支
援
す
る
も
の
。

（
２
）
特
定
法
人
等
農
地
利
用
調
整

緊
急
支
援
（
交
付
率
：
定
額
、
１
農

業
委
員
会
：
７
０
万
８
千
円
）

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
促
進
す
る

た
め
、
農
業
委
員
会
が
、
特
定
法
人

貸
付
事
業
に
よ
り
、
企
業
が
円
滑
に

農
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
企
業
の
意

向
を
把
握
し
、
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
参
入
希
望
の
あ
る

企
業
等
に
対
し
農
地
の
利
用
調
整
活

動
を
支
援
す
る
も
の
。

（
３
）
優
良
農
地
確
保
支
援
対
策
等

（
う
ち
遊
休
農
地
解
消
普
及
活
動
）

（
交
付
率
：
定
額
、
１
農
業
委
員
会
：

８
３
万
円
）

遊
休
化
が
解
消
さ
れ
た
農
地
の
定

着
化
を
図
る
た
め
、
農
地
の
効
率
利

用
に
向
け
た
方
策
を
策
定
す
る
た
め

の
検
討
会
開
催
、
農
業
委
員
会
の
利

用
調
整
活
動
を
通
じ
て
得
た
地
権
者

の
意
向
等
、
遊
休
農
地
解
消
情
報
に

つ
い
て
の
普
及
組
織
へ
の
提
供
等
を

支
援
す
る
も
の
。

◇
国
の
直
轄
採
択
事
業
：
担
い
手
育

成
・
確
保
活
動
（
農
地
の
利
用
調
整

活
動
）

国
の
直
轄
採
択
事
業
「
担
い
手
ア

ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
う
ち
、

担
い
手
協
議
会
（
農
業
会
議
・
農
業

委
員
会
）
が
担
い
手
の
育
成
・
確
保

及
び
担
い
手
の
経
営
改
善
の
促
進
に

向
け
た
農
地
の
利
用
調
整
活
動
を
実

施
す
る
た
め
の
予
算
が
要
求
さ
れ
て

い
る
。

（
１
）
認
定
農
業
者
農
地
等
利
用
調

整
促
進
支
援
（
補
助
率
：
定
額
、
１

農
業
委
員
会
：
４
０
万
２
千
円
）

認
定
農
業
者
と
集
落
営
農
組
織
の

円
滑
な
農
用
地
の
利
用
調
整
を
図
る

た
め
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
。
具

体
的
に
は
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営

農
組
織
の
農
用
地
の
利
用
状
況
を
把

握
し
、
現
況
図
を
作
成
す
る
た
め
の

活
動
、
調
整
委
員
（
農
業
委
員
）
に

よ
る
農
地
の
出
し
手
の
掘
り
起
こ
し
、

農
地
の
権
利
関
係
の
調
整
、
集
落
営

農
組
織
と
の
調
整
な
ど
を
行
う
。

（
２
）
農
地
等
利
用
調
整
等
効
率
化

支
援
（
補
助
率
：
定
額
、
１
農
業
委

員
会
：
８
７
万
６
千
円
）

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
調
整
活

動
に
不
可
欠
な
農
地
等
に
関
す
る
情

報
の
提
供
に
関
す
る
支
援
活
動
を
実

施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
住
基
台
帳

等
の
デ
ー
タ
と
照
合
を
簡
素
化
・
効

率
化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
、
異

な
る
シ
ス
テ
ム
間
の
互
換
性
を
持
た

せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行

う
も
の
。

（
３
）
農
地
等
利
用
適
正
化
推
進
支

援
（
補
助
率
：
定
額
、
１
農
業
委
員

会
：
６
９
万
７
千
円
）

担
い
手
へ
の
優
良
農
地
を
確
保
す

る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
農
業
上
の

利
用
の
増
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
農

地
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の

監
視
等
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
農
地
の
監
視
活
動

結
果
を
も
と
に
し
た
農
地
の
所
有
者

等
と
の
調
整
、
不
在
地
主
を
特
定
す

る
た
め
の
情
報
収
集
、
地
権
者
に
対

す
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
う
も
の
。
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求
の
概
要

平
成
２
０
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
の
概
算
要
求
で
は
、
①
強
い
農
業
づ

く
り
と
地
域
を
元
気
づ
け
る
農
山
漁
村
の
活
性
化
、
②
食
と
農
に
関
す
る
国

家
戦
略
的
取
組
、
③
地
球
的
視
野
に
立
っ
た
資
源
・
環
境
対
策
の
推
進
、
④

未
来
に
向
け
た
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の
推
進
と
国
産
材
の
復
活
を
重
点

事
項
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
農
地
政
策
の

見
直
し
関
連
で
は
、
新
た
な
面
的
集
積
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
農
地
情
報
の
一

元
化
等
の
推
進
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
緊
急
対
策
の
た
め
の
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
農
業
委
員
会
関
係
予
算
の
概
算
要
求

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

農
委
関
係
予
算
の
概
要

平成１９年度全国農業委員会会長代表者集会

（ＷＴＯ特別集会）の開催案内

農業の国際化等に対応し、国内農業・農村の振興につい

て、農業者はもとより、行政・農業団体等の関係者も全力

をあげて取り組んでいるが、農地政策等の見直しに向けた

具体的な検討が進むとともに、ＷＴＯ農業交渉も予断を許

さない状況となっている。

このような情勢のなか、地域農業の構造改革に向け、

「意欲ある担い手の確保・育成」「優良農地の確保とその

有効利用」に向けて農業委員会系統組織には大きな期待が

寄せられている。

このため、次の日程で全国農業委員会会長代表者集会が

開催されることになりましたので、本県からも多数の方が

参加されますようお願いします。

1.日時：平成１９年１１月２８日（水）１３時～１５時

１５時から政府・県選出国会議員等へ要請運動を実施

2.場所：東京都千代田区「九段会館大ホール」



◇
有
識
者
会
議
・
専
門
部
会
設
置

農
林
水
産
省
は
、
本
年
１
月
か
ら

農
地
政
策
の
再
構
築
に
向
け
た
検
証
・

検
討
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
、

各
界
の
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
の

場
と
し
て
「
農
地
政
策
に
関
す
る
有

識
者
会
議
」
を
、
ま
た
専
門
的
・
法

制
的
な
事
項
に
つ
い
て
論
点
を
整
理

す
る
場
と
し
て
、
有
識
者
会
議
の
下

に
「
専
門
部
会
」
を
設
置
し
、
農
地

政
策
改
革
を
検
討
し
て
き
た
。

８
月
２
４
日
の
有
識
者
会
議
・
専

門
部
会
合
同
会
議
で
は
、
新
た
な
農

地
制
度
体
系
案
が
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
平
成
２
０
年
度
予
算
概
算
要
求

を
に
ら
み
、
新
た
な
面
的
集
積
シ
ス

テ
ム
、
農
地
情
報
の
一
元
化
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
の
予
算

措
置
な
ど
が
示
さ
れ
た
が
、
秋
中
に

農
地
制
度
に
関
す
る
改
革
案
と
行
程

表
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

こ
れ
ま
で
の
農
地
政
策
は
、
戦
後

の
農
地
改
革
の
延
長
線
で
「
耕
作
す

る
人
が
農
地
を
所
有
す
る
の
が
最
も

適
当
で
あ
る
」
と
の
前
提
に
立
ち
つ

つ
、
地
価
高
騰
等
で
所
有
権
に
よ
る

権
利
移
動
が
難
し
い
中
、
望
ま
し
い

方
向
で
の
農
地
流
動
化
を
促
進
す
る

た
め
、
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
、

農
地
保
有
合
理
化
事
業
等
の
農
地
流

動
化
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
、
従
来
の
農
地
流
動
化
施

策
は
、
離
農
し
た
い
、
農
地
を
貸
し

た
い
な
ど
、
地
権
者
か
ら
の
動
き
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
機
能
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
財
産
権
を
保

障
さ
れ
資
産
保
有
意
識
が
強
い
所
有

者
は
、
自
ら
積
極
的
に
動
く
こ
と
は

な
い
こ
と
か
ら
、
結
局
、
担
い
手
の

農
地
の
分
散
錯
圃
は
解
消
せ
ず
、
ま

た
、
耕
作
放
棄
化
等
の
問
題
が
深
刻

化
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
農
地
の
有
効
利
用
の
観

点
か
ら
農
地
法
、
基
盤
法
、
農
振
法

の
規
制
を
見
直
す
も
の
で
、
以
下
そ

の
見
直
し
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

◇
農
地
の
権
利
移
動
規
制

農
地
を
限
り
あ
る
経
営
・
生
産
資

源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
理
念
を
確
立
し
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
権
利
移
動
規
制
（
農
地

の
権
利
取
得
時
に
お
け
る
許
可
制
度
）

を
見
直
す
も
の
。
具
体
的
に
は
、
所

有
と
利
用
を
分
離
し
、
農
地
の
有
効

利
用
を
促
す
観
点
か
ら
、
貸
借
の
場

合
の
規
制
を
緩
和
す
る
も
の
で
、
①

貸
借
に
つ
い
て
は
、
機
械
・
労
働
力

等
か
ら
み
て
農
地
を
適
切
に
利
用
す

る
見
込
み
で
あ
る
場
合
に
は
原
則
許

可
。
②
貸
借
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
２
０
年
を
超
え
る
長
期
貸
借

制
度
を
創
設
す
る
。
③
ま
た
所
有
権

は
、
一
旦
移
転
さ
れ
る
と
元
に
戻
す

こ
と
が
難
し
く
、
投
機
的
取
得
防
止

の
必
要
性
が
特
に
高
い
こ
と
か
ら
、

所
有
に
つ
い
て
は
、
農
地
を
適
切
に

利
用
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
、
農
業
生
産
法
人
制
度
・
農
作

業
従
事
要
件
を
堅
持
す
る
。

◇
耕
作
放
棄
地
対
策

農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
を
確
保

す
る
た
め
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、

発
生
防
止
・
解
消
す
る
措
置
を
講
じ

る
。
具
体
的
に
は
、
①
耕
作
放
棄
地

の
現
状
把
握
、
地
域
で
の
解
消
計
画
、

状
況
に
応
じ
た
処
方
箋
の
提
示
、
そ

れ
に
基
づ
く
対
応
等
を
き
め
細
か
く

全
国
規
模
で
実
施
す
る
。
②
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
係
る
市
町
村
長
勧

告
等
の
法
的
規
制
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
と
連
携
し
、
発
動
基
準
の
明

確
化
等
に
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
。

◇
農
地
の
転
用
規
制
等

転
用
許
可
制
度
に
よ
り
農
地
転
用

を
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い

農
地
に
誘
導
し
、
優
良
農
地
を
確
保

す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
優
良
農
地

を
確
保
す
る
た
め
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
を
厳
格
化
す
る
。
②
現
在
、

農
地
転
用
許
可
不
要
と
な
っ
て
い
る

病
院
や
学
校
等
の
公
共
転
用
に
つ
い

て
、
許
可
対
象
と
す
る
な
ど
、
秩
序

あ
る
農
地
転
用
に
誘
導
す
る
。
③
農

業
振
興
地
域
の
指
定
面
積
及
び
農
用

地
区
域
へ
の
編
入
要
件
を
見
直
し
、

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
促
進
す
る

等
に
よ
り
優
良
農
地
を
確
保
す
る
。

◇
面
的
集
積
シ
ス
テ
ム
の
創
設

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を

加
速
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
自
ら

現
場
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
代
理
・

委
任
で
農
地
を
集
め
て
担
い
手
に
面

的
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
貸
し
付
け
る

面
的
集
積
組
織
（
農
地
の
利
用
調
整

組
織
）
を
新
た
に
設
置
す
る
。

こ
の
た
め
、
①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

を
面
的
集
積
組
織
に
配
置
し
、
そ
の

業
務
運
営
を
支
援
、
②
新
た
な
シ
ス

テ
ム
に
参
加
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
与
す
る
た
め
、
出
し
手
に
対
す

る
借
地
料
の
嵩
上
げ
や
担
い
手
に
対

す
る
借
地
料
の
引
下
げ
等
に
活
用
で

き
る
参
加
奨
励
金
を
交
付
、
③
面
的

集
積
さ
れ
た
農
地
に
お
け
る
営
農
支

援
の
た
め
、
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
「
田
畑
な
お
し
」
や
機
械
施
設

の
整
備
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
面
的
集
積
シ
ス
テ

ム
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
農
地
の

集
積
活
動
を
進
め
る
た
め
の
十
分
な

予
算
措
置
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
体
制

情
報
の
一
元
化
に
よ
る
農
地
情
報

の
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。
具
体
的

に
は
、
①
各
機
関
が
保
有
し
て
い
る

農
地
情
報
の
総
合
化
、
共
有
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
の
農
地

基
本
台
帳
と
水
土
里
情
報
セ
ン
タ
ー

（
県
土
連
）
の
地
図
情
報
等
を
結
合

し
て
、
所
有
者
、
耕
作
者
、
地
番
、

面
積
、
地
目
等
の
情
報
が
入
っ
た
農

地
情
報
図
の
整
備
を
促
進
、
②
一
元

化
さ
れ
た
農
地
情
報
図
を
、
農
地
情

報
セ
ン
タ
ー
か
ら
関
係
機
関
に
提
供

す
る
仕
組
み
を
構
築
、
③
全
国
農
地

情
報
セ
ン
タ
ー(

公
募)

で
は
、
貸
し

出
し
物
件
情
報
、
賃
借
料
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
、
等
で

あ
る
が
複
雑
な
利
害
や
思
惑
が
絡
む

個
人
情
報
を
ど
こ
ま
で
一
元
的
に
公

開
で
き
る
の
か
が
課
題
だ
。

手づくり情報誌 第８号 かけはし21 平成19年10月21日< 3 >

農
地
制
度
等
の
見
直
し
の
方
向

農
地
制
度
・
政
策
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
を
は

じ
め
、
自
由
民
主
党
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
、
規
制
改
革
会
議
に
お
い
て
議
論

が
加
速
し
て
お
り
、
今
秋
、
最
大
の
農
政
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
８
月
２
４

日
に
は
農
林
水
産
省
の
考
え
方
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

農
林
水
産
省
の
「
農
地
政
策
の
見
直
し
の
方
向
案
」
で
は
、
農
地
の
所
有
と

利
用
の
分
離
の
下
で
、
農
地
の
貸
借
に
関
す
る
権
利
移
動
規
制
の
緩
和
な
ど
の

方
向
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
農
業
・
農
村
現
場
で
は
、
地
域
に
お
け
る
担
い

手
の
育
成
と
秩
序
あ
る
農
地
の
利
用
・
管
理
を
行
う
上
で
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。

今
秋
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た
現
実
的
か
つ
慎
重
な

検
討
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

新
た
な
農
地
制
度
体
系



１
「と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に

向
け
た
新
た
な
戦
略
展
開

(

１)

本
県
農
産
物
の
県
内
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
積

極
的
な
展
開

「
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
飛
躍
の

た
め
、
県
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
今
ま
で

以
上
に
重
要
と
位
置
づ
け
、
流
通
関

係
者
等
に
対
す
る
知
事
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス

(

２)

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
の
た

め
の
環
境
づ
く
り

・
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
展
開

を
支
え
る
研
究
・
普
及
・
教
育
の
拠

点
整
備
の
早
急
な
整
備
と
、
「
競
争

力
」
の
向
上
に
不
可
欠
な
生
産
技
術

の
開
発
や
優
良
品
種
の
早
期
育
成

・
攻
め
の
戦
略
展
開
と
し
て
の
農
産

物
の
海
外
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
、

台
湾
へ
の
「
な
る
と
金
時
」
に
続
く

新
た
な
品
目
の
定
着
に
向
け
、
対
象

を
絞
っ
た
具
体
的
な
行
動
計
画
の
策

定
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

積
極
的
な
取
り
組
み

・
産
直
市
の
充
実
を
目
指
す
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
の
育
成
と
組
織
間
の
交
流
促

進
に
必
要
な
支
援

２

食
の
安
全
・
安
心
対
策
と
食
育

の
推
進

(
１)

と
く
し
ま
安
２
農
産
物
認
証
制

度
の
充
実

全
国
的
に
認
知
さ
れ
る
制
度
と
し

て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
生
産
工
程
の

各
段
階
に
お
け
る
点
検
・
評
価
（
Ｇ

Ａ
Ｐ
手
法
）
の
導
入
と
、
持
続
可
能

な
制
度
と
し
て
再
構
築

(

２)

有
機
農
業
の
推
進
方
策
の
検
討

「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
の
制
定
を
受
け
、
早
急
な
県
推

進
計
画
の
策
定
と
、
推
進
の
た
め
に

必
要
な
措
置

(

３)

食
育
の
推
進

・
食
と
農
の
関
わ
り
に
関
す
る
理
解

を
促
進
さ
せ
る
食
農
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、
専
門
分
野
を
担
う
関
係
機

関
が
連
携
・
分
担
し
て
、
総
合
的
に

指
導
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
生
活
習
慣
病
の
克
服
対
策
と
し
て
、

地
産
地
消
の
視
点
に
立
っ
た
、
本
県

の
豊
富
な
食
材
を
活
用
し
た
食
事
や
、

農
業
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
県
民
の
意
識
啓
発

３

担
い
手
の
育
成
・確
保
対
策

(

１)

新
規
就
農
・
定
住
促
進
対
策

・
都
市
圏
で
生
活
し
て
い
る
団
塊
の

世
代
の
県
内
へ
の
移
住
を
進
め
る
た

め
の
「
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
田
舎

暮
ら
し
案
内
人
）
」
の
育
成
、
遊
休

農
地
等
を
活
用
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

が
行
う
市
民
農
園
付
き
住
宅
の
開
設

等
に
対
す
る
支
援
措
置

・
地
域
に
お
け
る
遊
休
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
団
塊
世
代
等
の
就
農
研
修
・

移
住
体
験
等
の
受
け
入
れ
施
設
な
ど

に
活
用
す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援

(

２)

農
業
の
担
い
手
確
保
対
策

・
農
地
の
認
定
農
業
者
等
担
い
手
農

家
へ
の
面
的
な
農
地
利
用
集
積
を
実

施
す
る
市
町
村
等
へ
の
支
援
策

４

農
地
の
有
効
活
用
対
策

(

１)

地
域
提
案
型
の
遊
休
農
地
解
消
・

活
用
対
策
の
創
設

耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
亘
っ

て
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
地
域
の

自
発
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

(

２)

農
地
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利

用
（
国
へ
の
要
請
事
項
）

・
農
業
生
産
施
設
等
の
農
地
制
度
上

の
位
置
づ
け
の
検
討

農
業
生
産
施
設
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
要
件
（
農
業
生
産
施
設
以
外
で

の
使
用
不
可
）
の
下
で
、
「
農
地
」

の
範
疇
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
今
日
的
な
観
点
か
ら
検
討

・
農
地
の
権
利
移
動
規
制
、
転
用
規

制
の
堅
持

農
地
の
権
利
移
動
の
規
制
と
転
用

規
制
の
仕
組
み
の
堅
持

・
転
用
目
的
以
外
の
他
用
途
へ
の
早

期
転
換
に
対
す
る
是
正
措
置

転
用
計
画
に
沿
っ
て
引
き
続
き
利

用
さ
れ
る
見
通
し
が
確
実
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
指
導
が
徹

底
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

５

地
域
農
業
振
興
対
策

(

１)

「
と
く
し
ま
強
い
農
林
水
産
業

づ
く
り
事
業
」
の
充
実

事
業
の
拡
充
・
強
化
と
必
要
な
予

算
の
確
保

(

２)

団
塊
の
世
代
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
人

材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

団
塊
の
世
代
の
持
つ
様
々
な
高
い

技
能
と
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
本
県
農

業
の
振
興
に
役
立
て
る
た
め
の
人
材

バ
ン
ク
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、

人
材
活
用
に
必
要
な
施
策
の
検
討

(

３)

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推

進
防
除
・
駆
除
一
体
と
な
っ
た
対
策
、

特
に
、
猿
の
群
れ
の
把
握
と
保
護
管

理
に
つ
い
て
適
切
な
対
策
、
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
る
猿
を
捕
獲
す
る
の
に

必
要
な
支
援

(

４)

一
次
産
業
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

経
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
業
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
と
、
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
向
け
た
実
用
化
研

究
の
促
進

(

５)

携
帯
電
話
で
技
術
指
導
を
仰
げ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

日
常
の
生
産
活
動
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
指
導
を
仰
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
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去
る
９
月
２
７
日
、
「
平
成
２
０
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
」
を
行
っ
た
。
建
議
の
具
体
的
な
内
容
は
、
①
「
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
に
向
け
た
新
た
な
戦
略
展
開
、
②
食
の
安
全
・
安
心
対
策
と
食
育
の

推
進
、
③
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策
、
④
農
地
の
有
効
活
用
対
策
、
⑤
地

域
農
業
振
興
対
策
の
５
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。

平
成
２
０
年
度
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議

新
し
い
農
業
者
年
金
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
５
年
が
経
過
し
た
が
、
新
制
度

発
足
当
初
の
「
当
面
十
万
人
の
加
入
者

の
確
保
」
と
い
う
目
標
は
未
だ
達
成
さ

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
の
新
規
加
入

者
の
水
準
で
は
早
期
の
達
成
は
極
め
て

困
難
な
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
年
度
、

農
業
者
年
金
基
金
で
は
地
域
に
お
け
る

加
入
推
進
活
動
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
・
確
保
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
加
入
推
進
活
動
を
行
う
た
め
、
「
加

入
推
進
特
別
対
策
」
を
実
施
し
、
「
加

入
者
十
万
人
早
期
達
成
の
た
め
の
三
カ

年
計
画
」
で
示
さ
れ
た
新
規
加
入
目
標

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
こ
と
と
し
た
。

本
会
議
で
は
Ｊ
Ａ
中
央
会
と
常
に
連

携
し
て
加
入
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い

る
が
、
市
町
村
段
階
の
業
務
受
託
機
関

に
対
し
、
加
入
推
進
活
動
に
関
す
る
一

層
の
情
報
提
供
や
加
入
推
進
活
動
に
対

す
る
意
志
結
集
を
図
る
た
め
、
「
農
業

者
年
金
加
入
推
進
大
会
」
を
次
の
日
程

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に

市
町
村
農
業
委
員
会
な
ら
び
に
各
Ｊ
Ａ

に
は
役
職
員
の
参
加
に
つ
い
て
案
内
し

て
お
り
、
当
日
は
多
く
の
関
係
者
の
参

加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◆
日
時

平
成
１
９
年
１
１
月
８
日

（
木
）
午
後
１
時
～
４
時
３
０
分
」

◆
場
所

徳
島
市
北
佐
古
一
番
町

「
Ｊ
Ａ
会
館
別
館
ホ
ー
ル
」

農
業
者
年
金
加
入
推
進

大
会
を
開
催

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を



１
０
月
１
日
の
阿
南
市
文
化
会
館

を
皮
切
り
に
、
県
下
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
「
平
成
１
９
年
度
農
業
委
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
研

修
会
の
目
的
は
、
い
ま
、
農
業
委
員

会
が
期
待
さ
れ
、
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
全
員
に

共
通
認
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
り
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
農
業

委
員
会
活
動
が
目
に
見
え
る
活
動
と

し
て
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
研
修
内
容
は
、
「
農
業
委

員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
」
か
ら
「
農

地
法
の
運
用
に
つ
い
て
の
留
意
点
」

ま
で
の
５
議
題
か
ら
構
成
さ
れ
、
ど

の
内
容
に
つ
い
て
も
今
後
の
農
業
委

員
会
活
動
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
と
く
に
今
回
注
目
し
た
研

修
事
項
は
「
減
価
償
却
制
度
の
改
正
」

と
「
農
地
法
の
運
用
の
留
意
点
」
で

あ
る
。
前
者
は
従
来
の
残
存
価
格
と

い
う
概
念
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
１
９
年
４
月
１
日
以
降
に

取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
は
も
と
よ

り
、
平
成
１
９
年
４
月
１
日
以
前
に

取
得
し
て
償
却

可
能
限
度
額
ま

で
償
却
さ
れ
て

い
た
資
産
に
つ

い
て
も
、
一
円

の
備
忘
価
格
に

な
る
ま
で
す
べ

て
償
却
が
で
き

る
と
い
う
農
業

経
営
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス

に
な
る
改
正
点

を
長
澤
税
理
士

か
ら
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
受

け
た
。

ま
た
、
後
者

は
、
い
ま
ま
で

基
準
が
曖
昧
で

あ
っ
た
農
地
改

良
と
一
時
転
用

の
違
い
に
つ
い
て
、
県
の
事
務
処
理

要
領
の
中
で
基
準
を
示
す
こ
と
や
、

資
材
置
き
場
等
で
転
用
し
、
工
事
完

了
承
認
が
出
さ
れ
た
後
、
即
座
に
他

の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
今
後
よ
り
審
査
を
厳
格
に
し
、

工
事
完
了
承
認
後
３
年
間
が
経
過
し

な
い
と
他
目
的
に
利
用
で
き
な
い
と

い
う
よ
う
な
取
り
扱
い
と
す
る
な
ど

具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て
の
説
明
で

あ
っ
た
。

参
加
し
て
い
た
農
業
委

員
の
中
に
は
、
休
憩
時
間
等
を
利
用

し
熱
心
に
講
師
に
質
問
を
す
る
者
も

い
て
、
予
定
し
て
い
た
終
了
予
定
時

刻
を
、
い
ず
れ
の
会
場
も
オ
ー
バ
ー

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
．
民
間
薬
草
の
ウ
コ
ン

テ
レ
ビ
か
ら
「
酒
の
前
に
ウ
コ
ン

を
飲
む
と
調
子
良
い
」
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
毎
日
聞
こ
え
、
ウ
コ
ン
は

肝
臓
に
良
い
が
「
常
識
」
に
な
っ
て

い
る
。

ウ
コ
ン
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
科
ク
ル
ク

マ
属
の
植
物
で
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
熱
帯
の
国
々
で
、

ま
た
、
日
本
で
は
沖
縄
、
九
州
地
方

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
「
鬱
金(

う
こ

ん)

」
（
ウ
コ
ン
・
秋
ウ
コ
ン
：
日
本

薬
局
方
外
生
薬
；
根
は
鮮
や
か
な
黄

色
、
黄
色
色
素
ク
ル
ク
ミ
ン
の
含
有

量
が
最
も
高
い
）
他
、
類
似
植
物
に

「
姜
黄(

き
ょ
う
お
う)

」
（
ハ
ル
ウ

コ
ン
・
春
ウ
コ
ン
：
沖
縄
で
古
く
か

ら
民
間
療
法
に
利
用
；
辛
味
と
苦
味

が
あ
り
、
ウ
コ
ン
よ
り
薄
い
黄
色
、

樟
脳
臭
が
す
る
）
、
「
莪
朮(

が
じ
ゅ

つ)

」
（
ガ
ジ
ュ
ツ
・
紫
ウ
コ
ン
：
日

本
薬
局
方
；
辛
味
と
苦
味
が
あ
り
、

健
胃
薬
の
原
料
、
根
の
切
り
口
は
紫

が
か
っ
た
白
、
ク
ル
ク
ミ
ン
含
有
量

は
ご
く
微
量
。
）
の
３
種
類
が
出
回
っ

て
い
る
。
ウ
コ
ン
で
健
康
障
害
の
報

道
も
あ
り
、
「
健
康
食
品
」
と
云
っ

て
も
、
肝
臓
に
障
害
が
あ
る
人
や
多

く
と
り
す
ぎ
な
い
等
、
留
意
が
必
要

だ
。

２
．
ウ
コ
ン
「
鬱
金(

う
こ
ん)

」

ウ
コ
ン
は
５
千
年
の
歴
史
の
古
代

イ
ン
ド
医
学
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）

か
ら
伝
わ
っ
た
薬
草
で
、
香
辛
料
や

染
料
に
利
用
さ
れ
、
成
分
の
黄
色
色

素
：
ク
ル
ク
ミ
ン
（
英
名turmeric

；

タ
ー
メ
リ
ッ
ク
）
は
カ
レ
ー
粉
の
ス

パ
イ
ス
成
分
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
古
代
イ
ン
ド
医
学
の
ウ
コ
ン

の
使
い
方
は
、
身
体
の
状
態
に
応
じ

て
、
病
気
の
治
療
と
い
う
よ
り
、
健

康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
適
量
を

飲
む
使
い
方
で
あ
る
。
薬
理
作
用
は

ク
ル
ク
ミ
ン
が
肝
細
胞
を
刺
激
し
胆

汁
の
分
泌
を
促
進
す
る
作
用
、
他
、

利
尿
作
用
、
抗
菌
作
用
、
胃
液
分
泌

促
進
作
用
等
が
あ
る
。

ク
ル
ク
ミ
ン
は
紐
の
よ
う
に
細
長

い
分
子
が
長
く
続
い
て
い
る
化
合
物

の
色
素
体
で
、
こ
の
細
長
い
構
造
は

体
内
で
発
生
し
た
活
性
酸
素
と
反
応

す
る
酸
化
作
用
で
徐
々
に
潰
さ
れ
て

い
く
。

こ
の
抗
酸
化
作
用
は
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
や
リ
コ
ピ
ン
等
の
色
素
類
と
同

様
に
強
い
作
用
を
持
つ
。
ト
マ
ト
や

ニ
ン
ジ
ン
等
緑
黄
色
野
菜
を
た
く
さ

ん
含
む
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い

れ
ば
十
分
効
果
が
望
め
る
こ
と
に
な

る
。

３
．
ア
メ
リ
カ
の
ウ
コ
ン
（
ク
ル

ク
ミ
ン
）
の
新
し
い
研
究
（B

B
C

w

orld
news

よ
り
）

①
Ｕ
Ｓ
の
研
究
で
ク
ル
ク
ミ
ン
の
ガ

ン
化
防
止
が
世
界
中
の
注
目
を
集
め
、

②
カ
レ
ー
を
常
食
に
す
る
イ
ン
ド
人

に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
発
生
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｓ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
予
防
お
よ

び
進
行
遅
延
の
研
究
、
③
Ｕ
Ｓ
ア
リ

ゾ
ナ
大
の
研
究
で
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
関

節
炎
の
予
防
効
果
の
研
究
、
④
Ｕ
Ｓ

エ
ー
ル
大
の
白
人
に
多
い
遺
伝
性
疾

患
の
一
種
の
嚢
胞
性
線
維
症
（
の
う

ほ
う
せ
い
せ
ん
い
し
ょ
う
、Cystic

F
i
b
r
o
s
i
s

）
の
進
行
遅
延
の
研
究
、

⑤
Ｕ
Ｓ
ロ
イ
オ
ウ
ラ
大
の
小
児
白
血

病
の
発
生
の
リ
ス
ク
軽
減
の
研
究
等

最
新
の
成
果
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

今
後
、
生
薬
の
持
つ
多
岐
な
未
知

の
効
用
が
期
待
さ
れ
る
。

（元
県
果
樹
試
験
場
長

赤
井
昭
雄
）
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平
成
十
九
年
度
農
業
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

ウ
コ
ン
の
機
能
性



場所 対象者

１７日 若者就職マッチングフェアー ホテルクレメント徳島 新規就農希望者

１８日 徳島県農業会議第３２５回常任会議員会議 徳島合同庁舎 常任会議員

２４日～２５日 農業者年金考査指導 県内４カ所 農委、ＪＡ

２５日～２６日 全国担い手サミットｉｎ栃木 宇都宮市 認定農業者、担い手協議会

２７日 新規就農相談会 大阪市 新規就農希望者

３０日～３１日 農政対策主任者会議 米子市 農政担当者

　５日～１５日 地域巡回打合せ会議 県内８カ所 市町村担い手協議会

　８日 農業者年金加入推進大会 ＪＡ会館 加入推進部長、ＪＡ・農委役職員

１７日 新農業人フェアー０７ 東京都 新規就農希望者

１９日 徳島県農業会議第３２６回常任会議員会議 徳島合同庁舎 常任会議員

１９日～２０日 農業者年金監査指導 県内３カ所 農委、ＪＡ

２７日 農業者年金加入推進セミナー 東京都 農委

２８日 全国農業委員会会長代表者集会 東京都 農委

　５日～６日 アグリビジネススクール徳島会場 阿波観光ホテル 地域マネージャー

１９日 徳島県農業会議第３２７回常任会議員会議 徳島合同庁舎 常任会議員

２２日 新農業人フェアー０７ ＯＭＭビル 新規就農希望者

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

１０月

１１月

１２月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫資材置場 駐車場 農用施設道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

８月 18,616 5,988 0 10,772 6,961 4,244 200 1,413 4,109 3,653 55,956

９月 15,580 0 372 11,998 8,602 2,995 1,756 0 0 14,054 55,357

１０月 13,976 0 29 13,071 5,551 714 770 0 3,992 10,322 48,425

合計 48,172 5,988 401 35,841 21,114 7,953 2,726 1,413 8,101 28,029 159,738

     農地法第４条・第５条転用許可の面積     徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会

議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・第
５

条
の
転
用
許
可
面
積
は
右
表
（８
月
～

１
０
月
）の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【
入
門
】
認
定
農
業
者
の
た
め
の

経
営
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
Ⅰ
巻

認
定
農
業
者
等
の
経
営
改
善
に
向

け
た
経
営
改
善
の
端
緒
と
な
る
、
①

経
営
管
理
、
②
農
業
簿
記
、
③
経
営

分
析
、
④
税
務
の
４
つ
の
分
野
に
つ

い
て
、
出
来
る
限
り
、
簡
潔
に
要
点

を
ま
と
め
た
入
門
書
で
す
。
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

「かけはし21」第８号について
農地制度の改革をめぐって、各界で議論が加速してい

る。農水省ではこの秋中に改革案と工程表を取りまとめ、

次期通常国会に上程、21年１月施行といわれているが、
法律案の作成に当たっては、現場の実態に即した現実的
かつ慎重な検討が求められる。貸借の規制を緩和するな
ど農業・農村現場での混乱が予想されるからだ。（TM）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

あ

と

が

き

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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会
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